
淡路島百景に準ずる景観

境寺
さかいでら

 
所在地：洲本市 五色町広石下 

 

 
境寺 

境寺の境内には、銀杏の古木があり本堂とともに神聖な空間をつくりだしています。本尊の観音菩

薩への信仰は厚く、地域の方に大切に守られてきました。 

また、境寺には、「淡路草」、「味地草」に志知城主加藤左馬助（加藤嘉明）の令室が寄贈した古鏡が

残っています。この鏡は、江戸時代から知られており、五色町広石地区の歴史を伝える貴重な文化財

として市指定有形文化財に指定されています。 

 

 

【景観の特徴】 □ 自然がつくりだす景観 

□ 歴史がつくりだす景観 

□ 生活・文化がつくりだす景観 

□ 新しくつくりだす景観 

【ア ク セ ス】 

神戸淡路鳴門自動車道洲本 ICから、県道472号線、

県道470号線を北上、県道66号線へ。車で約30分。

 地図出典：国土地理院発行２万５千分の１地形図
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